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国
東
高
校
伊
予
野
丘
同
窓
会
総
会

が
５
月
24
日（
土
）12
時
30
分
か
ら
ホ

テ
ル
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
国
東
で
、
約
90
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
宮
本
季
生
会
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。（
巻
頭
）

　

来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ
は
、
２
人
の
方

か
ら
頂
き
ま
し
た
。①
松
井
督
治
国
東

市
長
、②
笠
木
敏
行
国
東
高
校
校
長
の

方
々
で
し
た
。（
同
上
＝
要
旨
）

　

議
長
に
は
、
野
田
忠
治
氏（
安
岐
支

部
長
）が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
書
は
西
田
節
男
事
務
局
長
か

ら
、
監
査
報
告
は
國
廣
秀
光
監
事
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

の
予
算
案
に
つ
い
て
も
西
田
事
務
局

長
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
の
議
論
は
主
に
次
の
こ
と

で
し
た
。

　

一
つ
は
、国
東
高
校
伊
予
野
丘
同
窓

会
と
現
在
の
国
東
高
校
同
窓
会
と
の
統

合
に
つ
い
て
で
し
た
。
宮
本
会
長
か

ら
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
提
起
さ
れ
た

「
お
互
い
の
準
備
が
整
っ
た
時
点
で
統

合
す
る
。
現
国
東
高
校
の
同
意
が
整

い
次
第
統
合
の
準
備
を
進
め
る
」と
い

う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
未
返
還
奨
学
金
の
件
で

し
た
。
同
窓
会
か
ら
の
奨
学
金
で
、
償

還
期
限
過
ぎ
の
未
返
還
分
に
つ
い
て
、

本
人
と
保
証
人
全
員
に
督
促
状
を
送

付
し
ま
し
た
が
、
連
絡
を
と
れ
な
い
不

明
者
が
多
い
の
で
、
損
金
処
理
す
る
こ

と
を
諮
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
め
は
、
役
員
改
選
期
に
あ
た
り

役
員
改
選
案
に
つ
い
て
諮
り
、
本
会
報

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

通
常
総
会
に
あ
た
り

令
和
７
年
度 

通
常
総
会
に
あ
た
り

議長
野田  忠治氏

監事
國廣  秀光氏

令和7年度令和7年度

来賓の方々

　

私
ど
も
の
伊
予
野
丘
同
窓
会
は
ご
存

知
の
よ
う
に
、
一
昨
年
母
校
で
あ
り
ま

す
旧
制
国
東
中
学
校
と
国
東
高
等
女
学

校
が
開
校
し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

お
祝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
ま
た
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て

古
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
ま
す
こ
の
同

窓
会
が
、
末
永
く
存
続
出
来
ま
す
よ
う

い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
第
一
と
し
ま
し
て
、
昨

年
の
通
常
総
会
で
承
認
を
頂
き
ま
し

た
、国
東
高
校
と
の
統
合
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
同
窓
会
の
将
来
を
担
っ
て
く
れ
る

体
制
を
今
か
ら
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

根
気
よ
く
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
と
し
ま
し
て
、
我
々
の
母
校
は

平
成
20
年
に
閉
校
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
に
卒
業
さ
れ
た
方
は
、
約
１

６
，
６
０
０
名
で
す
。
近
年
は
、
高
齢

化
が
進
み
、
国
東
地
区
で
分
か
っ
て
い

る
だ
け
で
、
毎
年
、
約
60
名
の
方
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
比
較
的
若
い
人
で
、
ま
だ

こ
の
会
に
出
席
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
人

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
若
い

人
た
ち
が
同
窓
会
に
出
席
し
て
く
れ
ま

す
よ
う
参
加
者
の
掘
り
起
こ
し
を
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
日
ご
出
席
の
皆

様
に
は
新
た
に
一
人
で
も
結
構
で
す
、

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
に
声
掛

け
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
同
窓
会
の
皆
さ
ん
の
楽
し

い
集
い
と
語
ら
い
の
場
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
昨
年
度
の
各
支
部
の
同
窓
会

の
出
席
状
況
は
、
東
京
同
窓
会
87
名
、

関
西
同
窓
会
19
名
、福
岡
同
窓
会
27
名
、

本
部
同
窓
会
96
名
、
大
分
支
部
同
窓
会

29
名
、
別
府
支
部
同
窓
会
19
名
、
合
計

２
７
７
名
で
し
た
。

　

各
地
と
も
同
窓
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽

し
く
同
窓
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
私
ど
も
執
行
部
は
こ
の
楽
し
い
集

い
と
語
ら
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が

務
め
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
出
席
し
て

良
か
っ
た
と
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

国
東
高
校
伊
予
野
丘
同
窓
会
総
会

宮
本
季
生

宮
本
季
生

（
Ｓ
33
年
卒  

高
10
回
生
）

（
Ｓ
33
年
卒  

高
10
回
生
）

伊
予
野
丘
同
窓
会
会
長

伊
予
野
丘
同
窓
会
会
長

古い歴史と伝統を継承し発展に向けて古い歴史と伝統を継承し発展に向けて
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笠木  敏行
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国東市長
松井  督治

（高31回 S54年卒）

　

本
日
、
国
東
高
等
学
校
伊
予
野
丘

同
窓
会
の
通
常
総
会
が
、
多
く
の
皆

様
の
ご
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、平
素
よ
り
、市
政
の
推
進
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、

国
東
市
を
は
じ
め
、
地
方
の
自
治
体

の
大
き
な
課
題
は
少
子
化
、
そ
し
て

人
口
減
少
で
す
。

　

以
前
は
、
市
内
に
４
校
あ
っ
た
高

校
も
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
統
廃

合
で
、
現
在
で
は
国
東
高
校
１
校
の

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
市
内
で
唯
一
の

高
校
で
あ
る
国
東
高
校
は
、
地
域
の

将
来
を
担
う
人
材
育
成
の
場
と
し
て
、

大
変
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
市
と
し

ま
し
て
も
、
公
営
進
学
塾
「
夢
道
塾
」

を
開
設
し
て
、
国
東
高
校
生
の
夢
の

実
現
を
応
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
国
東
高
校
に
は
、
多
く
の

学
科
、
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
多
様
な
進
路
の
希
望
を
叶
え
ら

れ
る
高
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
は
「
日
本
で
最
も
宇
宙
に
近

い
高
校
」と
し
て『
ス
ペ
ー
ス
コ
ー
ス
』

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
自
身
、
国
東
高
校
の
31
回
生
で

あ
り
、
国
東
高
校
は
私
の
原
点
で
も

あ
り
ま
す
。
母
校
国
東
高
校
が
、
こ

れ
ま
で
築
い
て
来
た
輝
か
し
い
伝
統

の
上
に
、
新
た
な
素
晴
ら
し
い
未
来

に
向
け
て
、
歩
ん
で
行
く
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

本
校
教
育
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
東
高
校
の
現
状
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
試
の
充

足
率
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
80
％

で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
今
春
は

65
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
国

東
市
内
外
の
中
学
生
に
選
ば
れ
る
学

校
に
な
る
べ
く
、
本
年
４
月
か
ら
普

通
科
に
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
コ
ー
ス
」
を

開
設
し
、
２
年
生
18
名
に
よ
り
特
長

的
な
学
び
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
春
入
試
で
は
、
北
海
道
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
岐
阜
県
、
兵

庫
県
、
福
岡
県
な
ど
全
国
か
ら
８
名

が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

コ
ー
ス
で
は
文
理
を
問
わ
な
い
探
究

的
な
学
び
を
通
じ
て
予
測
不
能
な
時

代
で
も
多
様
な
人
材
と
協
働
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
人

材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
文

科
省
の
研
究
委
託
費
の
採
択
を
受
け
、

大
分
県
、
東
京
理
科
大
学
と
協
働
し

て
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
は
、
高
校

生
と
大
学
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

ミ
ッ
シ
ョ
ン
解
決
の
た
め
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
あ
い
、
実
現
す
る
た
め
の

実
験
計
画
・
実
験
装
置
を
開
発
し
、

微
小
重
力
環
境
下
で
実
験
を
行
い
、

実
験
結
果
を
踏
ま
え
宇
宙
志
向
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
展
開
に
つ
い
て
兼
松
商
事

や
日
本
航
空
な
ど
を
交
え
て
議
論
す

る
な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

学
校
と
し
て
魅
力
づ
く
り
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
統
合
に
向
け
て
は
、
合

意
形
成
に
向
け
て
必
要
な
協
議
、
検

討
を
進
め
、
今
年
度
中
に
は
方
向
性

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
充
実
し
た
伝
統
を
未
来

に
繋
い
で
い
け
る
よ
う
、
伊
予
野
丘

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
な
お
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

が
新
設
さ
れ
、
東
京
理
科
大
学
と
連

携
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
宇
宙
航
空

専
門
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

宇
宙
商
用
利
用
の
最
先
端
で
活
躍
し

て
い
る
企
業
と
一
緒
に
、
将
来
の
宇

宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
考
え
る
「
ス

ペ
ー
ス
ビ
ジ
ネ
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」、
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
フ
ラ
イ
ト
実
験

を
活
用
し
た
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ベ
ー
ス

ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
主
軸
に
、
全
４

回
の
合
宿
形
式
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
の
２
月
に
行
わ
れ
た

３
回
目
の
合
宿
で
は
、
国
東
高
校
の

生
徒
が
、
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
フ
ラ
イ
ト

で
、
微
重
力
空
間
の
中
で
実
験
を
し

て
い
る
様
子
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
県
内

は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
で
も
、
微
小
重

力
体
験
を
し
て
、
飛
行
機
の
中
で
フ

ワ
フ
ワ
浮
か
ん
だ
高
校
生
は
、
ほ
と

ん
ど
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
国
東
高
校
に
と
っ
て
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
東
高
校
ス
ペ
ー

ス
コ
ー
ス
は
、
普
通
で
は
経
験
で
き

な
い
、
貴
重
な
経
験
も
含
め
て
、
宇

宙
を
題
材
に
学
び
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
さ
ら
に

全
国
的
に
進
学
希
望
者
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
大
分
空
港
の
宇
宙
港

化
で
す
が
、
今
年
の
夏
以
降
に
、
ア

メ
リ
カ
の
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
ド
リ
ー
ム
チ
ェ
イ
サ
ー
の
初
号

機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
こ

れ
が
成
功
し
ま
す
と
、
数
年
後
に
大

分
空
港
を
ア
ジ
ア
の
拠
点
と
し
た
運

用
が
始
ま
る
見
込
み
で
す
。
皆
様
も
、

ぜ
ひ
、
打
ち
上
げ
成
功
を
祈
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
芸
ビ
ジ
ネ
ス
科
に
つ
い

て
も
、
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
報
道
等
で
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
県
が
推
進
す
る
大
規
模
園

芸
団
地
推
進
事
業
の
第
一
号
と
し
て
、

大
手
企
業
が
参
入
し
て
、
国
東
市
に
、

東
京
ド
ー
ム
４
個
分
、
日
本
最
大
級

の
梨
園
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
２
０
３
０
年
の
初
収
穫
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
園
芸

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
卒
業
生
が
、
ビ
ッ
グ

な
梨
園
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
も
、
昨

年
度
は
、
柔
道
部
が
大
分
県
高
校
総

体
の
団
体
戦
に
お
い
て
、
８
年
ぶ
り

の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、

生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
日
々
鍛
錬
を
積

み
重
ね
、
国
東
高
校
の
名
声
を
高
め

て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
、
国
東
高
校

の
勢
い
を
感
じ
る
出
来
事
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
に
進
む
少

子
化
の
時
代
に
お
い
て
、
国
東
高
校

が
存
続
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
更

な
る
魅
力
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、

今
後
も
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
国
東
高
校
が
市
内
の
中
学

生
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
中
学
生
か

ら
も
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
高
校
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
国
東
高
校
を
卒
業
し
た
生

徒
が
、
国
東
に
住
ん
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
く
れ
る
ま
ち
、
若
い
世
代
が

将
来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

来
賓
あ
い
さ
つ
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１．総　会　12：30～ 13：30
　　 ⑴ 物故者追悼
　　 ⑵ 同窓会長あいさつ
　　 ⑶ 来賓あいさつ・来賓紹介
　　 ⑷ 議事
２．講　演　13：30～ 14：40
　　「人生下りが面白い」
　　～100年生きるということ～
　　フリーアナウンサー 松本久美子
３．懇親会　15：00～ 17：00
　　 ⑴ 乾杯
　　 ⑵ 宴会
　　 ⑶ 万歳三唱
　　 ⑷ 閉会のことば

伊予野丘同窓会次第

乾杯後は、それぞれが同窓会への思いや高校時代の思い出、
同郷のよしみでの話などで盛り上がっていました。

締めが、福岡同窓会長の池本孝さん
の万歳三唱で行われ、懇親会は閉宴
しました。

懇親会 懇親会が、同ホテルで15時から開催されました。
約80名の参加でした。
懇親会が、同ホテルで15時から開催されました。
約80名の参加でした。

橋  永  桂  子 氏（前副会長）
清  原  洋  一 氏（前杵築支部長）
田  口  正  高 氏（前大分支部長）

永年にわたり同窓会を牽引・支援されて
こられました方3名に宮本会長から感謝状と

記念品を贈呈しました。

乾杯！乾杯！

乾杯が、関西同窓会長萱嶋時信
さんの音頭で発せられました。
「今後の同窓会、国東高校の発
展を祈って乾杯！」
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～100年生きるということ～～100年生きるということ～
フリーアナウンサー  松本  久美子

　人生50歳くらいまで、えっちらこっちら登っていくけれども、50歳を
過ぎてからの下りが面白い。
　高齢化社会と言われていますが、平均寿命と健康寿命は違う。健康寿命
をのばしたい。
　人生登山と言われているものがある。人生90年として、区切りがある。
35歳～ 55歳がてっぺん。登る時は1点だけ見ている。ｍｕｓｔである。
下る時はいろんなものが見える。ｗａｎｔである。70歳頃、好きなこと、
趣味、生涯学習をしたいなどと思ってくる。下りは、けっこうおもしろい。
　コミュニケーションの領域は2つある。一つは、言語コミュニケーショ
ン。意識的な話・会話で、成人男性で１日平均7,000語、女性で20,000語
発すると言われている。二つ目は、非言語コミュニケーションで無意識・
間接的なものである。表情、しぐさ、態度、声の調子など。赤ちゃんが泣
いている時、背中をトントントンと軽く叩いてあげると泣き止む時がある。
人間は、非言語コミュニケーションが先に発達すると言われている。
　言葉は、心の食材。「味わう」「噛みしめる」「飲み込む」「吐き出す」。こ
れで良いかと考え（吟味）再構築して（味見）聴いて頂く（賞味）。
　私たちは生きていく上で、Ｍｕｓｔ「～ねばならない」と思うものがある。

時間、ルール、上司、部下、会社、親、子どもなど。この差が大きいと「あんしゃ、おかしいんじゃないか」と思われる。
　自分の価値観と相手の価値観は違う。しかし、絶対に許容できないことと同じではないが許容範囲のことがある。同
じじゃないけど許容範囲、これができるからやっていける。
　人間には、怒りの感情がある。すごく頭にきたこと、まあまあ腹がたったこと、軽くいらっとしたことなどがある。
脳には、①偏桃体（大脳辺縁系）＝本能・感情と②前頭前野＝理性・知性がある。怒ることはいろいろある。しかし60歳
を過ぎてから、もう許そう。怒り（いかり）から恕り（おもいやり）に変えることができれば、人生幅がでてくる。

　後半は、自分の祖母のことについて話します。
祖母は、100歳まで生きた。24歳で結婚したが、夫が戦死して、27歳
で一人になった。一人子どもがいた。それが、私の母だった。母は、
52歳の時に夫が交通事故死。女3人で暮らすようになった。
　祖母は、94歳の時に転倒。手術が必要ったが、したがらない。「死ん
だほうがいい。」と言う。何とか、説得して手術。手術後は、リハビリを
したがらない。ところが、「リハビリをする。」と言い出した。先生が、
男前やったから。
　そうこうして、何とか100歳まで生きた。死ぬ前、言葉は、出なくなっ
たが、ありがとうの気持ちがしぐさや態度に出ていた。にっこり笑って
くれる。唯一の機能でありがとうの気持ちを伝えてくれた。100年生きて、ありがとうの気持ちを伝えてくれた気がする。
　私は、それで「ありがとう」の気持ちを持って仕事や講演をするようになった。
　人生は、大きな一呼吸。この大きな一呼吸が50年の人もいれば、70年の人もいれば、100年の人もいる。皆さんの残
した言葉は大切な人に引き継がれていく。人間は暖かい言葉で生きていく。ありがとうの気持ちを持って生きていき
ましょう。

「人生下りが面白い」「人生下りが面白い」

話す仕事との出会いは、10年間勤めた薬品会社を
辞めた頃。1992年にNHK大分放送局のキャスター
となる。その後、ラジオパーソナリティを経験し、
2003年フリーに。独立後も大分合同新聞の気象情
報や気象歳時記を書くなど、多方面で活動してきた。
現在では人権をテーマにした講演を九州中国地方

記念
講演

国
東
高
校
伊
予
野
丘
同
窓
会

副
会
長
に
選
出
さ
れ
て伊予野丘同窓会

副会長
林  浩昭

（高31 回 S54 年卒）

　

大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
を
卒
業
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
46
年
も
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。
東
京
大
学
理
科
Ⅱ
類

（
農
学
部
）卒
業
。
東
京
大
学
大
学
院

博
士
課
程
中
退
後
、
昭
和
60
年（
１
９

８
５
年
）か
ら
、
平
成
15
年（
２
０
０
３

年
）ま
で
は
、
農
学
基
礎
研
究
者（
植
物

栄
養
・
肥
料
学
＝
植
物
に
ど
ん
な
肥
料

を
与
え
れ
ば
、
ど
う
い
う
栄
養
を
吸
収

し
て
い
る
か
な
ど
の
研
究
）と
し
て
、

同
農
学
部
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
に
国
東
半
島
中
心
部
の

故
郷
に
戻
り
農
林
業（
水
田
稲
作
と
原

木
乾
シ
イ
タ
ケ
生
産
）を
自
身
で
行
い

な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
少
し
で
も
解

決
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
に
参

加
し
、
早
20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
令
和
７
年
５
月
24
日
開
催

の
伊
予
野
丘
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
副

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://kou.oita-ed.jp/kunisaki
/

）に
は
、「
宇
宙
視
点
で
地
球
課
題
に

向
き
合
い
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

人
材
を
育
成
す
る
学
校　

国
東
高
校

は
、
平
成
20
年
に『
国
東
農
工
高
校
』と

!!

支
部
・
同
窓
会
員
紹
介



『
国
東
高
校
』『
双
国
高
校
』を
発
展
的

に
統
合
し
、
２
０
２
５
年
度
で
18
年
目

を
迎
え
る
県
立
高
校
で
す
。」と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
県
立
高
等
学
校
統

廃
合
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
、

私
は
、
大
分
県
教
育
委
員
を
務
め
て
お

り
、
少
子
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る

国
東
市
に
県
立
の
高
等
学
校
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
に
関
し

て
多
く
の
議
論
を
行
い
、
国
東
高
校
と

国
東
農
工
高
校
、
双
国
高
校
が
統
合
し

て「
国
東
高
校
」の
名
で
伊
予
野
丘
よ
り

現
在
の
場
所
に
移
る
苦
渋
の
選
択
に
至

り
、合
併
賛
成
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
現
在
、
少
子
化
は
さ
ら
に
進
行
し

学
生
の
全
国
募
集
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国
東
高
校
伊
予

野
丘
同
窓
会
と
合
併
後
18
年
目
を
迎
え

て
い
る
大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
同
窓

会
と
を
統
合
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
、
伊
予
野
丘
同
窓
会
の

中
で
多
く
の
先
輩
・
同
級
生
・
後
輩
の

皆
様
と
杯
を
交
え
な
が
ら
議
論
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

同
窓
会
に
は
あ
ま
り
参
加
す
ら
し
て
こ

な
か
っ
た
会
員
で
し
た
が
、
何
卒
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
長
の
後
任
と
し
て
杵
築
支
部
長
を
拝

命
し
ま
し
た
。
杵
築
市
南
台
東
に
在
住

の
溝
部（
旧
姓　

芦
刈
）矩
子
で
す
。

私
は
国
東
町
今
在
家
の
出
身
で
、
両
親

は
戦
後「
芦
刈
衣
料
品
店
」を
営
み
、
約

80
年
間
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
弟
・

芦
刈
耕
一
郎（
高
20
回
卒
）は
杵
築
市

南
台
東
に
在
住
、
妹
・
芦
刈
和
子（
高

23
回
卒
）は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在
住
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
杵
築
市
北
浜
に
あ
る
創
業
71

年
を
迎
え
た「
城
下
町
会
館
」で
葬
儀

に
関
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
私
自
身
も
入
社
か
ら
55
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
や
課
題
に
直
面
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
都
度
、
明
確
な
判
断
と
行

動
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
病
も
な

く
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
神
様

か
ら
の
ご
加
護
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

杵
築
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も

総
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の

方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
声
か
け
を
し
て
い
く

べ
き
か
、
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
旧
国
東
高
校
の
校
歌
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
78
歳
を
迎
え
た
今
、
心
に
深
く
刻

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
清
原
洋
一
前
支
部
長
に
こ
の
場
を
借

り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私

自
身
、
仕
事
の
多
忙
さ
と
活
動
の
両
立

に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り

の
務
め
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会

長
は
じ
め
役
員
・
各
支
部
長
の
皆
様
の

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
国
東
高
校
の
さ
ら
な
る
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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杵
築
支
部
長
に
な
っ
て新杵築支部長

溝部  矩子
（高17回 S40年卒）

国
東
の
景
観
と
ま
ち
づ
く
り

大分大学名誉教授
佐藤  誠治

（高20回 S43年卒）

　

こ
の
た
び
令
和
７
年
５
月
に
開
催
さ

れ
た
国
東
高
校
伊
予
野
丘
同
窓
会
通
常

総
会
に
お
い
て
、
前
任
の
清
原
洋
一
支

　

熊
本
大
学（
工
学
部
・
大
学
院
修
士

課
程
）、九
州
大
学（
大
学
院
博
士
課
程
）

修
了
後
、
八
代
高
専
教
官
を
経
て
大
分

大
学
工
学
部（
現
理
工
学
部
）に
奉
職

し
た
の
が
昭
和
56
年
で
し
た
。
教
授
、

理
事（
国
際
・
社
会
連
携
担
当
）、
学
術

情
報
拠
点
長（
図
書
館
長
、
副
学
長
）等

を
最
後
に
平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）

に
退
職
し
ま
し
た
。
こ
の
間
建
築
学
、

特
に
建
築
設
計
、
都
市
計
画
の
教
育
研

究
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
国
東
高
校
卒

の
後
輩
も
教
え
子
に
何
人
か
在
籍
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
専
門
を
生
か
し

市
町
村
の
総
合
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
、

公
共
施
設
の
整
備
事
業
な
ど
に
積
極
的

に
協
力
し
ま
し
た
。
国
東
市
関
連
で
は

旧
町
の
安
岐
町
、
武
蔵
町
、
国
東
町
の

総
合
計
画
、旧
国
見
町
の
文
化
施
設〈
み

ん
な
ん
か
ん
〉整
備
、
現
国
東
市
で
は

市
庁
舎
建
設
を
は
じ
め
、
志
成
学
園
、

鶴
川
の
活
性
化
施
設〈KITO

W
A

〉、

さ
ら
に
は
宇
佐
高
田
国
東
広
域
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
な
ど
に
も
か
か
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
国
東
高
校
の
卒
業
生

で
あ
る
市
町
長
や
吏
員
、
市
民
の
方
々

と
も
交
流
・
協
力
を
深
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
う
い
う
事
業
を
通
じ
て
と

り
わ
け
思
い
出
深
い
の
は「
国
東
市
景

観
計
画
」の
策
定
で
し
た
。
卒
業
生
の

皆
様
方
も
故
郷
国
東
が
い
か
に
優
れ
た

景
観
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
を
感
じ

る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
故
郷
を
離
れ
て
60
年

近
く
な
り
ま
す
が
、
市
か
ら
の
依
頼
で

景
観
計
画
策
定
委
員
の
役
割
を
担
っ
て

改
め
て
国
東
の
景
観
に
思
い
を
致
し
た

の
」の
感
を
強
く
し
て
い
る
こ
の
頃
で

す
。
卒
業
生
、
そ
し
て
国
東
の
皆
様
に

は
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
よ
う

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
令
和
７
年
６
月
20
日
盛
夏
）

と
こ
ろ
で
す
。
計
画
策
定
で

は
担
当
者
で
あ
る
国
東
高
校

卒
業
生
の
方
々
に
は
無
理
を

言
い
ま
し
た
が
誠
実
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
景
観
計
画
に
記
載
し
た

施
策
事
業
の
進
行
管
理
に
も

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
り
、
市

景
観
審
議
会
長
を
務
め
、
旭
日

小
学
校
や
富
来
小
学
校
で
は

景
観
ま
ち
づ
く
り
教
室
を
実

施
す
る
な
ど
、
郷
土
の
後
輩
た

ち
と
も
楽
し
い
交
流
を
経
験

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
そ

の
延
長
と
し
て
高
齢
者
の
皆

さ
ん（
私
と
同
じ
年
代
以
上
）

に
公
民
館
で
の
講
演
を
通
じ

て
国
東
の
景
観
の
こ
と
を
一

緒
に
考
え
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
本
年
７
月
に
は
旭
日

地
区
、９
月
に
は
国
東
地
区
で

講
演
す
る
予
定
で
す
。
私
は

国
東
町
上
国
崎
見
地
の
出
身

で
す
が
、
故
郷
を
想
う
時
に
必

ず
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の
は「
国
東

市
景
観
計
画
」の
表
紙
を
飾
っ

た
生
家（
今
は
屋
敷
地
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
）の
裏
山
の

小
松
神
社
か
ら
見
え
る〈
あ
ら

た
に
川
〉の
対
岸
の
御
旅
所
の

桜
の
風
景
な
の
で
す
。

　

私
は
大
分
市
に
居
住
し
て

い
ま
す
が
、
国
東
は「
ふ
る
さ

と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も

小松神社小松神社
昔の神幸のルート昔の神幸のルート 昔の御旅所昔の御旅所

現在の御旅所の桜現在の御旅所の桜現在の御旅所の桜

小松神社の御旅所の桜（令和5年3月30日 ドローン撮影）



令和8年度総会は5月23日㈯開催。御出席お願いします。
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福
岡
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長
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西
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令
和
７
年
度 

同
窓
会
組
織

国東高校伊予野丘同窓会会報2025年（令和7年） 9月20日　第45号 （6）

□今年度、国東高校普通科に
「SPACEコース」が開設された。
全国から募集し、県外からの8人
を含めて18人でスタートしたと
いう。定員に満たず、厳しい船出
であるが今後を期待したい。□少
子化の中、大分県では地方の高校
は定員に満たず大分市集中の傾
向である。大分県高校入学試験
が全県フリーとなってから地方の
高校にとっては大きなハンディで
ある。□国東高校も定員に満たず、
これまで以上の厳しさである。□
魅力ある国東高校の創出や特色
ある学科、進学校として新入生を
ひきつける普通科の育成こそ同
窓生の願い。□定数を確保し持続
可能で発展的な国東高校となる
よう学校、同窓会、地域、国東市
が一体となって取り組んでいけ
ば道は開けるのではないか。

　

令
和
７
年
度
常
任
理
事
会
が
、
４

月
26
日（
土
）国
東
町
田
深
の
川
口

屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
会
長
が
、
３
つ
の
懸
案
事
項

に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
あ
い
さ
つ
を

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
伊
予
野
丘
同
窓
会
と
現
在
の
国

東
高
校
同
窓
会
の
統
合
に
向
け
て
、

国
東
高
校
に
対
し
て
申
し
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。
お
互
い
の
準
備
が
で

き
次
第
、
統
合
の
た
め
の
準
備
委
員

会
を
持
ち
進
め
て
い
き
た
い
。」と
い

う
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
案
件
は

次
の
と
お
り
。

❶
伊
予
野
丘
同
窓
会
と
現
国
東
高
校

同
窓
会
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
お
互

い
に
準
備
が
で
き
次
第
統
合
の
準
備

委
員
会
を
持
っ
て
話
を
進
め
る
。

❷
奨
学
金
未
返
還
処
理
に
つ
い
て

は
、
連
絡
を
取
れ
な
い
不
明
者
が
多

く
、
こ
の
ま
ま
返
還
請
求
を
す
る
の

は
困
難
な
の
で
、損
金
処
理
を
す
る
。

総
会
に
て
報
告
す
る
。

❸
執
行
部
よ
り
、
同
窓
会
の
会
費
に

つ
い
て
、
年
会
費
を
一
人
年
間
３
０

０
０
円
お
願
い
し
た
い
と
提
案
。
理

事
会
で
は
、
集
め
方
や
同
窓
会
統
合

の
話
も
あ
る
の
で
、
年
会
費
３
０
０

０
円
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
結
論
を

持
ち
越
し
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　国東高校伊予野丘同窓会（宮本季生会長）は、令和7年7月9日（水）
午後1時から国東高校校長室で、大分県高校総合体育大会で優勝し
インターハイ（全国高校総体）に出場する選手の激励会を行い、激励
金を選手代表に渡しました。
　インターハイに出場するのは、【柔道部】男子個人60㎏級河野将大
（3年）、【陸上部】男子ハンマー投げ濱松心（3年）、女子ハンマー投げ
若山夏希（3年）、【ウエイトリフティング部】女子45㎏級宮園こはく
（2年）、男子67㎏級竹田津心希（3年）、81㎏級清原大和（3年）、89㎏
級後藤朔人（3年）、102㎏級石井摩裟斗（3年）の8人でした。
　国東高校の笠木敏行校長から、選手への励ましと伊予野丘同窓会
への感謝のことばがありました。続いて、それぞれの部の監督から
選手紹介があり、各部の選手が、インターハイ出場への意気込みを
述べました。「激励ありがとうございます。ベストを尽くします。」「悔
いの残らないように全力で頑張ります。」「2回目のインターハイな
ので、一つ一つに集中してやりたい。」などと力強く述べました。
　最後に、宮本季生伊予野丘同窓会会長から、選手への激励のこと
ばあり、その後激励金が手渡されました。

常
任
理
事
会

インターハイ出場者を激励！インターハイ出場者を激励！

【陸上部】7月25日に広島市で、
【柔道部】8月14日に岡山市で行
われましたが、いずれも入賞な
りませんでした。
【ウェイトリフティング部】
8月8日～ 11日に鳥取県米子市
で行われました。宮園こはく
さんが4位、竹田津心希さんが
6位に入賞しました。

インターハイの状況・結果

令
和
７
年
度 


